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な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
と
し
て
社
会
主
義
圏
全
体
に
大
き
な
関
心
を
よ
び
お
こ
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
九
五
七
年
十
一
月
プ
ラ
ー
ハ
で
開
か
れ
た
「
外
国
l
図
③
ス
ウ
の
発
言
か
ら
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
」
に
関
す
る
国
際
学
術
会
議
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
・
ニ
ス
・
ア
ル
ヒ
モ
フ
と
ヤ
オ
・
イ
ー
・
わ
か
る
よ
う
に
、
外
国
貿
易
量
」
ソ
同
盟
、
中
国
な
ど
で
は
、
い
ま
だ
公
式
論
的
色
彩
を
お
び
て
い
た
。
そ
の
関
心
の
稀
薄
さ
は
、
（
第
一
表
）
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
発
展
に
し
め
る
外
国
貿
易
の
意
義
が
ソ
同
盟
、
中
国
で
は
相
対
的
に
小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
、
た
と
え
そ
の
必
然
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
経
済
的
・
政
治
的
な
理
論
水
準
の
低
さ
を
し
め
す
以
外
の
何
も
の
で
も
「
世
界
経
済
と
国
際
関
係
」
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
の
問
題
は
、
（
杉
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）
杉
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ロ
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り
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載
さ
れ
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い
る
オ
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「
社
会
主
義
国
際
分
業
に
関
し
て
」
一
九
五
七
年
以
来
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
東
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
本
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
六
昭
の
中
で
は
、
七
141 
経
済
関
係
と
の
差
異
、
役
立
て
よ
う
と
思
う
。
第 表
（
杉
本
）
一
ノ
国
際
分
業
に
も
と
づ
く
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
を
理
論
的
、
数
量
的
に
明
確
に
す
る
出
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
国
民
経
済
収
益
性
」
の
問
題
は
、
今
や
全
社
会
主
義
圏
の
理
論
的
・
実
践
的
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
固
す
で
に
私
は
拙
稿
「
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
に
つ
い
て
」
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
チ
ボ
ー
ル
・
リ
ッ
カ
と
ア
ン
ク
ル
・
6
 
文
、
又
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
チ
ェ
ル
ニ
ア
ソ
ス
キ
ー
の
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
理
論
発
展
の
方
向
と
問
題
点
、
さ
ら
に
社
会
主
義
外
国
貿
易
理
論
の
資
本
主
義
国
の
そ
れ
に
対
す
る
特
殊
性
に
言
及
し
、
そ
の
観
点
か
ら
名
和
。
野
々
村
両
教
授
の
論
争
の
検
討
を
こ
こ
ろ
み
た
。
し
た
が
っ
て
小
稿
で
は
、
ま
‘
‘
つ
第
一
に
社
会
主
義
国
間
の
経
済
関
係
の
発
展
に
関
す
る
バ
ゴ
モ
ロ
フ
論
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
の
論
文
で
捨
象
し
た
資
本
主
義
国
際
「
国
民
経
済
収
益
性
」
論
の
現
実
的
基
盤
を
概
観
し
、
同
時
に
現
実
と
理
論
の
発
展
方
向
を
示
唆
す
る
こ
と
に
つ
い
で
第
二
に
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
論
文
に
対
す
る
批
判
、
あ
る
い
は
今
後
の
問
題
点
を
ル
ド
ル
フ
・
チ
ー
レ
、
グ
ン
ク
ー
・
オ
ッ
ト
ウ
、
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
ェ
ル
論
文
で
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
小
稿
は
、
前
の
論
文
を
補
完
す
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
際
関
係
の
発
展
過
程
社
会
主
義
国
際
分
業
の
発
展
ほ
長
い
過
程
を
も
ち
、
そ
れ
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
民
民
主
主
義
国
成
立
後
、
こ
れ
ら
諸
国
の
国
際
経
済
関
係
の
物
質
的
内
容
は
、
直
ち
に
根
本
的
変
化
を
蒙
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
過
去
の
経
済
構
造
と
国
際
社会主義国における外貿易収益性理論の展開過程
1957年の一人当り外国貿易量
（世界価格にもとづく ループリ）
ソ同盟 166 ポーラソド 312 
チェコスロ 817 東ドイツ 787 
バキア
ハンガリー 472 プルガリア 364 
Jレーマニア 180 中 国 19 
「世界経済と国際関係」 1959年4月号
オ・バゴモロフ論文 33ページ
に
お
い
て
、
マ
ー
リ
ア
ー
シ
共
同
論
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
市
場
に
お
け
る
位
置
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
初
期
の
社
会
主
義
諸
国
間
の
分
業
は
、
主
と
し
て
人
民
民
主
主
義
諸
国
の
復
興
と
経
済
発
展
に
不
可
欠
な
商
品
ー
原
材
料
、
食
糧
、
設
備
が
ソ
同
盟
か
ら
供
給
さ
れ
る
と
い
う
方
向
で
お
こ
な
わ
れ
、
人
民
民
主
主
社
会
主
義
国
際
分
業
の
新
し
い
内
容
は
、
人
民
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
社
会
主
義
工
業
化
の
発
展
と
、
れ
た
経
済
の
復
興
か
ら
経
済
発
展
の
長
期
計
画
へ
移
行
し
た
の
に
伴
な
っ
て
生
じ
て
き
た
。
ま
た
こ
の
期
に
経
済
相
互
援
助
会
議
が
仕
事
を
開
始
し
て
い
る
。
ソ
同
盟
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
東
ド
イ
ツ
の
工
業
は
、
社
会
主
義
後
進
国
を
急
速
に
工
業
化
す
る
の
に
役
立
っ
た
。
又
全
社
会
主
義
体
制
の
急
速
に
増
大
す
る
工
業
生
産
用
原
料
需
要
を
保
障
す
る
た
め
に
、
展
さ
せ
、
金
属
、
木
材
等
の
原
料
輸
出
を
増
加
さ
せ
た
。
ソ
同
盟
が
戦
争
で
破
壊
さ
ソ
同
盟
は
さ
ら
に
鉄
鉱
石
採
取
を
発
ル
ー
マ
ニ
ア
は
石
油
採
油
と
そ
の
加
工
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
石
炭
、
リ
ー
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
生
産
を
増
大
さ
せ
た
。
社
会
主
義
諸
国
間
の
長
期
貿
易
協
定
締
結
に
よ
っ
て
商
品
交
換
に
一
定
の
見
通
し
が
生
じ
て
き
た
。
こ
れ
は
加
工
工
業
な
に
よ
り
も
機
械
製
作
工
業
に
お
け
る
分
業
の
新
し
い
、
り
の
影
響
を
あ
た
え
た
。
例
え
ば
長
期
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
よ
り
合
理
的
な
方
向
を
形
成
す
る
の
に
か
な
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
発
電
設
備
と
電
気
機
関
車
の
生
産
が
生
じ
、
東
ド
イ
ツ
で
化
学
設
備
の
生
産
が
拡
大
し
た
。
こ
の
期
に
お
け
る
社
会
主
義
分
業
の
発
展
は
、
社
会
主
義
工
業
化
の
成
功
を
促
し
、
帝
国
主
義
諸
国
か
ら
の
技
術
的
・
経
済
的
従
属
を
最
終
的
に
清
算
し
、
計
画
化
の
甚
礎
を
強
化
し
、
技
術
進
歩
を
押
し
す
す
め
た
。
こ
の
社
会
主
義
分
業
は
、
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
工
業
生
産
を
高
い
テ
ン
ボ
で
発
展
さ
せ
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
の
終
り
に
、
こ
れ
ら
の
積
極
面
と
並
ん
で
、
不
充
分
さ
と
未
利
用
の
多
く
の
潜
在
的
可
能
性
が
明
白
に
な
っ
て
き
た
。
即
ち
各
々
の
国
に
お
い
て
複
雑
な
経
済
部
門
を
創
り
だ
そ
う
と
い
う
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
各
国
の
経
済
に
、
生
産
能
力
の
乎
行
主
義
が
あ
ら
わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
不
均
衡
が
何
よ
り
も
工
業
原
料
部
門
の
お
く
れ
の
中
に
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
不
充
分
さ
の
義
諸
国
間
で
は
輸
出
に
向
け
う
る
伝
統
的
生
産
物
を
交
換
し
て
い
た
。
（
杉
本
）
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（
杉
本
）
六
五
一
九
五
八
年
五
月
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
た
経
克
服
ほ
、
社
会
主
義
国
際
分
業
に
新
し
い
、
よ
り
有
効
な
方
法
を
と
る
こ
と
を
必
要
な
ら
し
め
た
。
そ
れ
は
各
国
工
業
の
関
連
部
門
間
に
直
接
に
生
産
上
の
結
合
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
国
間
の
生
産
、
分
配
に
間
接
的
な
作
用
の
み
を
あ
た
え
る
長
期
貿
易
協
定
は
、
長
期
的
か
つ
直
接
的
な
結
合
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
又
長
期
協
定
は
、
そ
れ
が
作
用
し
て
い
る
間
だ
け
一
定
の
商
品
交
換
の
発
展
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
協
定
の
更
新
が
商
品
交
換
の
構
造
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
分
業
の
こ
の
期
の
新
し
い
内
容
は
、
長
期
に
わ
た
る
大
規
模
建
設
計
画
と
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
直
接
協
定
の
方
法
に
よ
る
特
化
と
協
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
り
高
度
の
段
階
へ
の
移
行
は
、
社
会
主
義
国
経
済
が
一
層
高
い
段
階
に
達
し
、
経
済
を
計
画
的
に
遂
行
し
う
る
た
め
に
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
相
互
に
関
連
す
る
基
本
的
生
産
部
門
の
特
化
と
協
力
に
も
と
づ
く
経
済
建
設
の
協
同
化
は
、
社
会
主
義
国
に
の
み
存
在
す
る
国
際
経
済
関
係
の
新
し
い
形
態
で
あ
る
。
こ
の
形
態
に
関
す
る
最
初
の
重
要
な
経
験
は
、
六
年
か
ら
六
0
年
に
わ
た
る
長
期
計
画
の
協
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
相
互
に
関
連
す
る
基
幹
工
業
部
門
の
よ
り
一
層
の
特
化
と
協
力
に
関
す
る
若
干
の
中
心
問
題
を
設
定
さ
せ
た
。
社
会
主
義
分
業
の
こ
の
発
展
の
た
め
に
は
、
済
相
互
援
助
会
議
が
非
常
な
役
に
立
っ
た
。
第
九
回
、
第
十
回
経
済
相
互
援
助
会
議
の
後
、
生
産
の
特
化
と
協
力
を
深
化
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
が
討
議
さ
れ
た
。
そ
れ
は
実
際
に
は
二
つ
の
方
向
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
商
品
交
換
と
経
済
協
力
に
関
す
る
社
会
主
義
国
間
の
相
互
交
渉
に
よ
っ
て
、
第
二
に
は
経
済
相
互
援
助
会
議
と
そ
の
機
関
内
の
多
角
的
協
力
を
一
層
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。
一
九
五
八
年
十
一
月
に
ボ
ー
ラ
ン
ド
ー
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
協
定
が
結
ば
れ
、
そ
の
結
果
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け
て
両
国
の
大
規
模
建
設
の
協
力
に
関
し
て
一
連
の
方
法
が
討
議
さ
れ
た
。
現
在
、
経
済
相
互
援
助
会
議
参
加
国
の
間
に
は
殆
ど
相
互
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
国
は
経
済
協
力
に
関
し
て
二
国
か
ら
な
る
委
員
会
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
委
員
会
の
助
け
で
、
例
え
ば
東
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
の
間
に
は
自
動
車
、
農
業
機
械
の
協
力
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
と
東
ド
イ
ツ
と
の
間
に
は
車
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
一
九
五
'“ 
わ
ち
戦
争
に
よ
る
破
壊
の
復
興
が
一
段
落
し
て
、
経
済
発
展
コ
ー
ス
に
各
国
が
ふ
み
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
的
な
基
礎
を
え
、
ま
ず
n
⑧
 
マ
ー
リ
ア
ー
シ
共
同
論
文
「
国
際
分
業
と
最
適
収
益
]
あ
る
い
は
「
経
済
政
策
に
お
け
る
貿
易
の
役
割
の
変
化
」
と
し
て
結
実
し
、
工
業
化
、
長
期
貿
易
協
定
、
さ
ら
に
生
産
上
の
結
合
へ
と
国
際
経
済
関
係
が
密
接
に
な
り
、
論
的
・
実
践
的
意
義
と
そ
の
複
雑
さ
を
増
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
「
社
会
主
義
国
際
分
業
に
も
と
づ
く
国
民
経
済
収
益
性
」
理
論
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
山
こ
の
会
議
に
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
中
国
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
＾
ソ
ガ
リ
ー
、
ソ
同
盟
か
ら
出
席
し
た
。
会
議
は
総
会
で
チ
ェ
ル
ニ
ア
ソ
ス
キ
ー
の
報
告
の
後
、
山
国
民
経
済
収
益
性
の
理
論
的
諸
問
題
、
②
外
国
貿
易
収
益
性
指
数
の
実
際
の
適
用
、
③
貿
易
機
関
の
収
益
性
の
一
ー
一
部
会
に
わ
か
れ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
W
冒
irt
咎
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a
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s
w
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s
e
n
s
c
h
a
f
t
`
1
9
5
8
,
N
r
2
 s.282. 
②
ソ
同
盟
外
国
貿
易
省
景
気
研
究
所
の
経
済
学
博
士
候
補
で
あ
る
ヴ
ニ
・
エ
ス
・
ア
ル
ヒ
モ
フ
は
「
収
益
性
研
究
に
は
政
治
的
、
経
済
的
分
析
が
必
要
で
あ
る
」
「
外
国
貿
易
の
内
容
は
生
産
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
的
労
働
節
約
の
原
則
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
」
「
収
益
性
考
察
の
際
、
二
つ
の
世
界
市
場
の
存
在
の
よ
う
な
重
要
な
事
態
を
見
す
ご
し
て
は
な
ら
な
い
」
等
の
発
言
を
し
て
い
る
。
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
 
19器、
N
r
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リ
シ
カ
、
以
上
が
、
ォ
・
バ
ゴ
モ
ロ
フ
論
文
の
社
会
主
義
分
業
発
展
の
段
階
区
分
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
バ
ゴ
モ
ロ
フ
は
、
戦
後
復
興
段
階
か
ら
工
業
化
段
階
、
さ
ら
に
関
連
生
産
部
門
間
の
直
接
的
結
合
段
階
へ
と
発
展
過
程
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
際
分
業
に
基
づ
く
利
益
計
算
、
外
国
貿
易
に
よ
る
収
益
の
計
算
、
こ
の
問
題
は
バ
ゴ
モ
ロ
フ
の
区
分
に
よ
る
第
二
期
に
、
す
な
究
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
輛
、
電
気
工
学
設
備
、
石
炭
採
堀
設
備
の
協
力
、
ソ
同
盟
と
東
ド
イ
ツ
と
の
間
に
は
セ
メ
ン
ト
工
場
、
電
力
設
備
、
圧
延
設
備
の
協
力
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
現
段
階
に
お
け
る
社
会
主
義
分
業
の
特
徴
は
、
生
産
の
特
化
と
協
力
が
長
期
発
展
計
画
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
社
会
主
義
分
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
国
の
長
期
に
わ
た
る
（
十
年
ー
十
五
年
）
経
済
発
展
計
画
の
研
（
杉
本
）
よ
り
直
接
的
に
な
る
に
従
っ
て
理
六
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③
北
京
、
外
国
貿
易
大
学
の
ヤ
オ
・
イ
ー
・
ス
ー
夫
人
教
授
Wirtschaftswissenschaft,
19器
"
N
r. 
2
.
 
s.286. 
④
O
.
'
b
O
f
O
M
O
J
I
O
B
,
 0
 M
E
.
>
K
,
n
Y
H
A
P
O
,
n
H
O
M
 C
O
I
.
.
U
1
A
J
I
I
1
C
T
I
1
4
E
C
K
O
M
 P
A
3
,
[
{
E
J
I
E
H
I
1
I
1
 
TPY,[{A, "
M
l
1
P
O
B
A
5
I
 
S
K
O
H
O
M
I
1
K
A
 l1 
M
E
.
>
K
,
n
Y
H
A
P
O
,
[
{
H
b
I
E
 O
T
H
O
I
I
I
E
H
I
1
5
I
"
 19591P4Jl 
~. 
c.34. 
固
京
都
大
学
経
済
論
叢
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マ
ー
リ
ア
ー
シ
共
同
論
文
が
、
国
際
分
業
に
も
と
づ
く
外
国
貿
易
の
理
論
的
・
数
量
的
把
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
誌
と
「
デ
ア
・
ア
ウ
セ
ン
＾
ン
デ
ル
」
誌
上
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
他
方
ソ
同
盟
の
諸
雑
誌
，
 
で
の
指
摘
、
又
一
九
五
七
年
十
一
月
プ
ラ
ー
＾
国
際
学
術
会
議
で
の
各
国
代
表
の
発
言
＼
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
社
会
主
義
全
体
の
ま
ず
「
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
誌
上
に
は
ヴ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
「
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
の
諸
問
題
」
(
-
九
五
七
年
四
月
号
）
、
ル
ド
ル
フ
・
チ
ー
レ
「
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
に
関
し
て
」
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
重
要
課
題
の
一
っ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
い
。
（
杉
本
）
握
の
必
要
性
を
強
調
し
た
の
が
嘴
矢
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
検
討
は
、
六
七
（
一
九
五
八
年
一
九
五
七
年
に
は
い
っ
て
一
斉
に
開
花
し
、
主
と
し
て
「
ヴ
ィ
一
九
五
四
年
に
＾
ン
ガ
リ
ー
の
リ
ッ
カ
、
理
論
展
開
の
方
向
に
つ
い
て
946 
係
（
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
、
発
し
て
、
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ニ
四
号
）
、
ニ
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ス
「
輸
出
商
品
の
収
益
性
に
関
し
て
」
そ
し
て
更
に
五
八
年
に
も
い
く
つ
か
の
論
収
益
性
の
調
査
」
（
五
七
年
十
三
号
）
、
ま、
,
1
 
三
月
）
、
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
「
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
的
効
果
の
諸
問
題
に
関
し
て
」
「
為
替
ハ
ン
ス
・
（
一
九
五
八
年
一
二
月
）
、
さ
ら
に
同
題
で
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
の
筆
に
よ
る
学
会
報
告
が
五
八
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
又
「
デ
ア
・
ア
ウ
セ
ン
ハ
ソ
デ
ル
」
誌
に
一
九
五
七
年
だ
け
で
も
九
つ
の
論
文
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
「
外
国
貿
易
は
社
会
的
労
働
の
効
果
を
た
か
め
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
」
（
五
七
年
七
号
）
「
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
に
つ
い
て
」
（
五
七
年
十
五
号
）
、
ュ
ル
ゲ
ン
・
ニ
ッ
ツ
「
外
国
貿
易
に
お
け
る
収
益
性
の
問
題
に
関
し
て
（
そ
の
I
、
そ
の
II)
」
前
述
の
諸
論
者
た
ち
の
関
心
は
、
ニ
ッ
ツ
等
）
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ォ
ス
「
収
益
性
計
算
に
関
し
て
」
（
五
七
年
ニ
―
号
）
、
「
外
国
貿
易
に
お
け
る
収
益
性
」
（
五
七
年
二
三
号
）
、
ギ
ュ
ン
ク
ー
・
オ
ッ
ト
ー
「
外
国
貿
易
に
お
け
る
収
益
性
の
諸
問
題
」
（
五
七
年
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
理
論
的
に
最
も
主
要
な
も
の
は
、
（
五
七
年
二
四
号
）
、
（
五
七
年
十
一
号
、
十
二
号
）
ゲ
ー
・
フ
レ
ー
リ
ッ
ヒ
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
論
文
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
は
、
プ
ラ
ー
ハ
経
済
大
学
で
外
国
貿
易
の
講
座
を
担
当
し
て
い
る
教
授
で
あ
り
、
五
七
年
十
一
月
の
「
国
民
経
済
収
益
性
に
関
す
る
」
国
際
学
術
会
議
に
お
い
て
も
主
要
報
告
者
と
し
て
中
心
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。
し
か
し
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
論
文
内
容
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
の
で
、
小
稿
で
は
直
接
に
は
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
主
張
の
検
討
は
お
こ
な
わ
な
い
。
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
が
中
心
課
題
と
し
た
国
民
経
済
収
益
性
計
算
方
法
の
作
成
の
問
題
か
ら
出
1
、
輸
出
入
の
際
の
価
格
平
衡
交
付
金
(
P
r
e
i
s
a
u
s
g
l
e
i
c
h
)
、
為
替
収
益
性
の
問
題
な
ど
、
具
体
的
な
か
つ
短
期
的
な
財
政
と
の
関
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
（
杉
本
）
六
八
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A
ル
ド
ル
フ
・
チ
ー
レ
論
文
（
杉
本
）
4
、
商
品
種
類
別
に
公
式
を
適
用
す
る
際
の
問
題
（
フ
レ
ー
リ
ッ
ヒ
等
）
2
、
技
術
発
展
、
投
資
効
果
な
ど
の
長
期
的
視
点
と
の
関
係
（
チ
ー
レ
、
オ
ッ
ト
ウ
等
）
六
九
3
、
労
働
槃
約
性
と
原
材
料
集
約
性
、
流
通
費
等
公
式
中
の
各
項
の
細
目
分
析
（
チ
ー
レ
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
等
）
の
四
つ
の
方
向
に
主
と
し
て
問
題
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
所
、
そ
の
い
づ
れ
の
問
題
点
に
関
し
て
も
体
系
だ
っ
た
理
論
的
分
析
は
み
ら
れ
ず
、
各
々
の
問
題
に
作
用
す
る
諸
要
因
を
列
挙
し
、
そ
の
研
究
の
必
要
性
を
説
明
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
問
題
生
成
以
来
、
H
が
浅
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
理
論
的
検
討
は
一
切
今
後
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
「
国
民
経
済
収
益
性
指
数
は
、
政
治
的
・
経
済
的
政
策
決
定
の
際
の
一
要
素
で
あ
っ
て
、
政
策
澗
ま
た
社
会
主
義
体
制
全
体
の
立
場
か
ら
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
」
と
主
張
し
て
も
、
収
決
定
は
国
民
経
済
全
体
の
見
地
か
ら
、
益
性
指
数
が
政
策
決
定
上
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
の
か
と
い
う
基
本
問
題
す
ら
少
し
も
朋
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
未
だ
理
論
化
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
新
し
い
問
題
で
あ
る
故
、
小
稿
も
紹
介
な
ら
び
に
社
会
主
義
貿
易
理
論
の
発
展
方
向
、
社
会
主
義
貿
易
理
論
の
特
殊
性
の
把
握
方
向
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
個
々
の
論
文
を
と
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
チ
ー
レ
の
論
文
は
、
「
外
国
貿
易
の
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
と
の
関
係
」
「
社
会
主
義
外
国
貿
易
の
直
接
的
経
済
効
果
と
間
接
的
経
済
効
果
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
チ
ー
レ
は
「
外
国
貿
易
の
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
」
の
項
に
お
い
て
、
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
国
民
経
済
収
益
性
の
概
念
を
問
題
に
す
る
。
す
な
わ
ち
チ
ー
レ
は
、
性
は
、
経
済
的
効
果
の
中
の
一
要
素
を
あ
ら
わ
す
。
私
は
国
民
経
済
収
益
性
と
し
て
、
外
国
貿
易
に
よ
る
社
会
的
労
働
の
節
約
程
度
を
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
チ
ェ
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
「
国
民
経
済
収
益
148 
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
考
察
す
る
」
と
い
う
国
民
経
済
収
益
性
の
定
義
か
ら
次
の
問
題
が
生
じ
る
と
い
う
。
「
チ
ェ
ル
ロ
、
国
民
経
済
収
益
性
が
、
輸
出
入
の
経
済
的
効
果
の
一
部
と
の
み
一
致
す
る
な
ら
ば
、
国
民
経
済
収
益
性
は
、
理
論
的
に
役
立
ち
ハ
、
外
国
貿
易
の
ど
の
よ
う
な
経
済
的
効
果
が
、
国
民
経
済
収
益
性
に
あ
ら
わ
れ
る
か
？
先
ず
チ
ー
レ
は
第
一
、
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
「
私
は
、
社
会
主
義
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
を
、
貨
幣
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
経
済
的
効
果
全
体
と
同
一
視
す
る
。
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
と
の
間
に
は
量
的
に
で
は
な
く
て
、
質
的
な
ち
が
い
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
価
値
と
価
値
の
貨
幣
表
現
と
の
間
の
ち
が
い
で
あ
る
」
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
商
品
の
価
値
と
価
格
の
不
一
致
が
両
者
の
ち
が
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
チ
ー
レ
は
、
国
民
経
済
収
益
性
の
概
念
が
何
故
商
品
輸
出
入
に
よ
る
経
済
的
効
果
の
一
部
分
に
対
し
て
の
み
用
い
ら
れ
、
経
済
的
効
果
の
全
体
に
対
し
て
用
い
ら
れ
な
い
の
か
？
・
国
民
経
済
的
よ
り
も
高
い
、
い
か
な
る
収
益
性
の
段
階
で
、
外
国
貿
易
の
残
り
の
経
済
的
効
果
は
そ
の
貨
幣
表
現
を
見
出
す
の
か
？
ー
を
批
判
す
る
。
つ
ぎ
に
「
社
会
主
義
外
国
貿
易
の
直
接
的
経
済
効
果
と
間
接
的
経
済
効
果
」
の
項
に
お
い
て
、
チ
ー
レ
は
、
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
方
法
が
直
接
的
効
果
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
間
接
的
効
果
を
取
り
あ
っ
か
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
ア
ン
ス
キ
ー
の
方
法
は
、
輸
出
入
の
直
接
的
経
済
的
効
果
を
増
大
さ
せ
る
非
常
に
よ
い
補
助
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
が
主
張
す
る
よ
う
に
輸
出
、
輸
入
の
国
民
経
済
収
益
性
を
調
査
す
る
方
法
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
直
接
的
経
済
的
d
 
u
 
効
果
は
輸
出
と
輸
入
の
全
効
果
の
一
部
分
だ
け
を
あ
ら
わ
す
に
す
ぎ
な
い
か
ら
」
。
そ
し
て
チ
ー
レ
は
間
接
的
効
果
と
し
て
、
社
会
的
総
生
産
物
、
国
民
所
得
お
よ
び
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
フ
ォ
ン
ド
の
間
接
的
増
大
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
よ
り
具
体
的
に
は
つ
う
る
も
の
で
あ
る
か
？
ま
た
外
国
貿
易
を
正
し
く
導
き
う
る
か
？
イ
、
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
？
（
杉
本
）
と
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
七
〇
1ル9
1
、
生
産
性
の
向
上
2
、
輸
出
入
は
、
現
在
輸
入
し
て
い
る
商
品
の
自
国
内
で
の
生
産
開
始
あ
る
い
は
拡
大
に
必
要
な
投
資
手
段
を
、
よ
り
合
理
的
な
他
の
目
的
に
向
け
さ
せ
る
。
3
、
輸
出
入
が
、
（
杉
本
）
七
よ
り
多
く
の
社
会
的
総
生
産
物
の
生
産
と
国
民
所
得
の
向
上
を
可
能
に
す
る
。
と
い
う
の
は
、
原
材
料
・
半
製
品
輸
入
と
輸
出
が
現
在
の
生
産
能
力
の
完
全
利
用
、
よ
り
合
理
化
さ
れ
た
再
生
産
を
可
能
に
す
る
か
ら
。
ま
た
チ
ー
レ
は
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
方
法
の
欠
陥
と
し
て
、
そ
れ
が
原
材
料
集
約
的
生
産
物
と
労
働
集
約
的
生
産
物
と
の
ち
が
い
を
抹
消
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
以
上
チ
ー
レ
の
主
張
の
要
点
を
紹
介
し
た
。
す
で
に
の
ぺ
た
よ
う
に
、
チ
ー
レ
は
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
が
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
と
い
う
概
念
で
区
別
し
た
点
を
、
経
済
的
効
果
と
国
民
経
済
収
益
性
を
価
値
と
価
値
の
貨
幣
表
現
と
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
き
か
え
、
済
的
効
果
を
間
接
的
効
果
と
い
う
概
念
で
お
き
か
え
て
い
る
。
し
か
し
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
は
、
価
値
と
価
格
と
が
乖
離
し
て
い
る
現
実
か
ら
出
発
し
て
原
価
概
念
に
も
と
づ
く
方
法
を
作
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
経
チ
ー
レ
が
価
値
と
そ
の
貨
幣
表
現
と
い
う
概
念
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
理
論
的
分
析
の
湯
合
に
意
味
あ
る
数
量
化
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
は
勿
論
、
実
際
に
も
、
内
容
規
定
の
な
い
無
内
容
な
も
の
と
な
り
、
例
え
ば
、
外
国
貿
易
の
計
画
化
、
国
民
経
済
諸
部
門
の
発
展
と
の
関
係
の
分
析
ほ
不
可
能
と
な
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
チ
ー
レ
の
主
張
は
、
実
践
的
役
割
を
も
つ
理
論
を
観
念
化
す
る
こ
こ
ろ
み
と
い
え
よ
う
。
間
接
的
効
果
と
し
て
あ
げ
て
い
る
点
は
、
か
に
し
て
そ
れ
ら
を
数
量
化
し
理
論
化
す
る
か
が
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
こ
れ
が
チ
ー
レ
の
い
う
間
接
的
効
果
の
内
容
で
あ
る
。
ぎ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し、
つ
ぎ
に
チ
ー
レ
の
指
摘
す
る
労
働
集
約
的
商
品
と
原
材
料
集
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
約
的
商
品
と
の
ち
が
い
、
そ
れ
ら
の
数
量
的
把
握
に
基
づ
く
理
論
化
、
こ
れ
も
今
後
発
展
さ
せ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
チ
ェ
⑳
 
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
が
労
働
の
質
の
検
討
、
自
国
原
料
と
輸
入
原
料
の
比
率
の
検
討
と
し
て
分
析
さ
る
べ
き
課
題
に
入
れ
て
い
る
の
と
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
チ
ー
レ
の
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
批
判
は
積
極
的
な
批
判
と
は
み
な
さ
れ
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
グ
ン
タ
ー
・
オ
ッ
ト
ウ
論
文
、
、
、
「
外
国
貿
易
に
お
け
る
収
益
性
の
諸
問
題
」
と
い
う
表
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
多
く
の
問
題
点
を
列
挙
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
方
法
を
発
展
さ
せ
る
方
向
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
詳
細
に
知
る
上
に
お
い
ォ
ッ
ト
ウ
は
、
ま
ず
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
が
社
会
的
労
働
の
節
約
の
程
度
を
研
究
す
る
た
め
に
つ
く
っ
た
公
式
が
、
現
実
の
社
会
的
労
働
の
節
約
を
あ
ら
わ
し
え
な
い
と
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
原
因
を
の
べ
て
い
る
。
1
、
公
式
か
ら
生
じ
る
計
算
結
果
と
対
比
す
る
際
に
は
価
値
の
貨
幣
表
現
と
し
て
の
価
格
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
国
内
市
場
に
は
価
値
と
価
格
の
乖
離
が
あ
り
、
価
格
は
価
値
量
の
抽
象
的
性
格
に
よ
っ
て
は
除
去
さ
れ
え
な
い
。
そ
の
た
め
外
国
貿
易
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
貨
幣
表
現
の
効
果
が
、
社
会
的
労
働
の
真
の
節
約
で
は
な
く
、
こ
の
節
約
を
完
全
に
は
あ
ら
わ
し
え
な
2
、
国
民
経
済
の
生
産
能
力
の
最
大
限
利
用
、
完
全
操
業
の
保
障
、
材
料
構
成
の
変
化
、
投
資
の
減
少
、
労
働
力
の
節
約
な
ど
の
要
つ
ぎ
に
オ
ッ
ト
ウ
は
、
商
品
輸
出
入
の
際
に
国
家
財
政
か
ら
あ
た
え
ら
れ
る
補
助
金
（
価
格
平
衡
交
付
金
）
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
外
国
貿
易
の
経
済
的
効
果
を
正
し
く
あ
ら
わ
す
標
識
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
商
品
別
、
国
別
の
価
格
平
衡
交
付
金
素
は
、
外
国
貿
易
に
お
け
る
経
済
的
成
果
と
し
て
貨
幣
表
現
さ
れ
え
な
い
。
、0し
て
こ
の
論
文
は
有
益
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ウ
論
文
は
、 B
 
（
杉
本
）
七
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
あ
る
。
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
を
た
え
ず
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
杉
本
）
ア
ン
ス
キ
ー
公
式
利
用
の
際
に
考
慮
す
べ
き
点
と
し
て
つ
ぎ
の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
価
格
平
衡
交
付
金
を
節
約
さ
ら
に
チ
ェ
ル
ニ
ア
ソ
ス
キ
ー
の
労
働
節
約
の
量
的
把
握
に
関
す
る
方
法
を
高
く
評
価
し
た
後
で
、
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
方
法
A
 
h
u
 
を
経
済
理
論
の
見
地
か
ら
み
て
、
そ
の
方
法
の
二
つ
の
暫
定
的
な
性
格
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
つ
い
で
オ
ッ
ト
ウ
は
、
チ
ェ
ル
ニ
1
、
え
ら
れ
た
指
数
は
相
対
的
で
あ
り
、
充
分
に
多
く
の
他
商
品
と
比
較
し
て
は
じ
め
て
結
論
を
う
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
一
時
点
で
の
収
益
性
を
調
査
す
る
際
に
は
、
長
期
計
画
の
た
め
の
指
数
を
作
成
す
る
場
合
よ
り
も
他
の
要
素
が
は
い
り
こ
む
3
3
、
指
数
は
一
国
の
国
民
経
済
の
労
働
生
産
性
と
国
際
的
な
労
慟
生
産
性
と
の
関
係
を
正
し
く
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
の
で
、
生
産
性
調
査
の
唯
一
の
標
識
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
に
社
会
主
義
諸
国
間
に
お
け
る
生
産
調
整
の
目
的
と
そ
の
遂
行
の
標
識
と
し
て
の
方
法
論
上
の
限
易
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
こ
の
標
識
だ
け
に
し
た
が
え
ば
、
社
会
主
義
後
進
国
は
社
会
主
義
工
業
化
へ
は
移
行
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
計
算
の
結
果
と
し
て
え
ら
れ
る
商
品
順
位
は
、
4
、
指
数
は
決
し
て
国
民
経
済
収
益
性
で
は
な
い
。
そ
れ
は
絶
対
量
を
あ
ら
わ
し
え
ず
、
有
利
さ
の
相
対
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
の
で
5
、
他
の
多
く
の
指
数
と
方
法
が
補
足
的
に
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
商
品
の
使
用
価
値
面
で
の
質
的
相
違
に
よ
る
区
別
で
あ
り
、
為
替
価
格
の
比
較
で
あ
り
、
七
只
単
に
限
ら
れ
た
意
義
、
発
言
力
を
一
定
の
形
の
交
易
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
為
替
収
益
性
の
調
査
と
評
価
、
原
材
料
集
約
性
と
労
働
集
約
性
、
国
民
経
済
上
の
商
品
の
意
義
、
反
帝
国
主
義
国
家
の
支
援
、
独
立
の
保
障
、
防
衛
、
市
場
の
状
態
、
資
2 ヽ
し
、
財
政
支
出
を
節
約
し
う
る
と
の
べ
て
い
る
。
外
国
の
価
格
変
動
あ
る
い
は
費
用
減
少
を
し
り
、
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
本
主
義
世
界
市
場
で
の
商
品
価
格
の
弾
力
性
、
資
本
主
義
市
場
か
ら
の
独
立
性
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。
最
後
に
オ
ッ
ト
ウ
が
長
期
的
視
点
、
あ
る
い
は
経
済
的
効
果
を
考
慮
す
る
際
に
生
じ
る
今
後
発
展
さ
せ
る
べ
き
問
題
と
し
て
列
挙
し
Sl 
U
 
1
、
価
格
水
準
を
考
慮
す
る
場
合
に
農
業
生
産
物
の
総
価
値
あ
る
い
は
原
価
の
正
確
な
数
量
的
計
算
を
お
こ
な
う
こ
と
。
2
、
投
資
効
果
を
研
究
す
る
た
め
の
種
々
の
方
法
と
公
式
の
有
用
性
3
、
あ
る
方
法
に
も
と
、
、
つ
く
数
量
的
成
果
に
あ
た
え
る
労
賃
水
準
の
影
響
、
そ
の
場
合
労
働
の
質
の
発
展
、
と
そ
の
労
賃
制
度
4
、
国
民
所
得
と
社
会
的
総
生
産
物
に
た
い
す
る
輸
出
入
構
造
（
一
部
門
と
一
一
部
門
）
の
影
響
5
、
外
国
貿
易
収
益
性
の
評
価
の
際
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
要
素
の
構
造
と
実
際
の
利
用
方
法
6
、
価
値
量
と
し
て
は
直
接
あ
ら
わ
さ
れ
な
い
が
、
外
国
貿
易
業
務
の
評
価
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
の
考
慮
（
た
と
え
ば
国
民
経
済
の
比
例
的
発
展
）
7
、
社
会
主
義
諸
国
間
の
国
際
分
業
が
よ
り
効
果
的
に
な
り
、
収
益
性
の
国
際
比
較
と
労
働
生
産
性
水
準
の
国
際
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
る
方
法
の
研
究
8
、
輸
入
商
品
の
収
益
性
調
査
の
形
態
が
、
別
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
国
民
的
価
値
表
現
に
よ
る
比
較
が
な
さ
れ
う
る
よ
う
な
表
は
作
成
し
え
な
い
の
で
一
般
的
な
方
法
を
利
用
す
る
こ
と
は
全
く
困
難
で
あ
る
。
右
に
オ
ッ
ト
ウ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
今
後
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
多
く
の
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
明
は
生
産
部
門
の
発
展
に
直
接
結
び
つ
き
、
国
民
経
済
の
発
展
を
捉
す
も
の
で
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
社
会
主
義
経
済
理
論
の
全
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
る
も
の
は
つ
ぎ
の
諸
点
で
あ
る
。
（
杉
本
）
七
四
一
生
産
部
門
の
優
越
性
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な
い
と
主
張
す
る
。
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
（
杉
本
）
こ
の
調
査
方
法
は
全
商
品
に
利
用
で
き
る
。
つ
ぎ
に
の
べ
る
ブ
ラ
ウ
エ
ル
の
論
文
も
そ
の
一
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
く
に
、
七
五
て
い
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
多
く
の
問
題
に
対
し
て
、
外
国
貿
易
研
究
者
は
解
決
を
急
い
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
ず
ブ
ラ
ウ
エ
ル
は
、
商
品
輸
出
入
の
国
民
経
済
的
効
果
が
含
む
も
の
は
、
第
一
に
前
提
と
し
て
の
係
数
体
系
の
形
で
の
基
本
的
経
済
計
算
で
あ
り
、
第
二
に
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
治
的
・
経
済
的
要
素
の
綿
密
な
計
算
で
あ
る
と
す
つ
い
で
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
は
、
受
取
為
替
価
格
あ
る
い
は
支
払
為
替
価
格
を
他
の
輸
出
入
従
事
者
と
比
較
す
る
場
合
、
使
用
価
値
と
物
質
構
造
が
国
際
的
に
同
一
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
非
常
に
似
て
い
る
場
合
、
他
の
量
材
な
ど
の
よ
う
に
そ
の
お
き
か
え
が
可
能
な
時
だ
け
に
限
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
収
益
性
指
数
の
調
査
の
際
使
用
価
値
側
面
の
同
一
性
、
類
似
性
を
前
提
と
す
る
こ
と
の
必
要
性
、
つ
ぎ
に
為
替
収
益
性
の
調
査
に
筆
を
す
す
め
、
約
性
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
る。
た
と
え
ば
一
定
の
国
際
商
品
分
類
を
も
つ
セ
メ
ン
ト
、
そ
の
さ
ら
に
比
較
の
た
め
に
は
生
産
物
に
対
す
る
典
型
的
な
技
術
デ
ー
ク
が
必
要
で
あ
す
な
わ
ち
機
械
生
産
物
の
大
多
数
は
種
類
、
構
造
、
技
術
等
に
お
け
る
ち
が
い
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
比
較
は
殆
ど
意
味
を
も
た
そ
の
生
産
の
た
め
に
原
材
料
、
補
助
材
料
、
部
分
品
を
一
部
あ
る
い
は
全
部
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
商
品
に
利
用
で
き
る
と
の
べ
、
か
つ
東
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
よ
う
な
商
品
が
貿
易
の
大
部
分
を
し
め
て
い
る
の
で
為
替
収
益
性
調
査
は
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
又
労
働
集
約
性
と
原
材
料
集
c
ル
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ウ
エ
ル
論
文
一
般
的
に
労
働
集
約
的
商
品
の
輸
出
は
原
材
料
集
約
的
商
品
よ
り
有
利
で
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
諭
の
展
開
過
程
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社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
あ
り
、
と
く
に
東
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
主
要
原
材
料
の
輸
入
が
多
い
と
こ
ろ
で
は
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
あ
る
原
材
料
集
約
的
商
品
は
、
高
い
為
替
売
上
げ
に
よ
っ
て
労
働
集
約
的
商
品
よ
り
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
生
じ
る
。
そ
し
て
異
な
る
労
働
集
約
性
と
原
材
料
集
約
性
は
多
く
の
主
要
な
材
料
種
類
の
材
料
構
成
を
生
産
価
値
と
関
連
づ
け
る
と
明
白
に
な
る
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
プ
ラ
ウ
ニ
ル
の
分
析
は
、
東
ド
イ
ツ
の
具
体
的
条
件
を
前
提
と
し
て
分
析
を
よ
り
細
目
に
及
ぼ
そ
う
と
す
る
一
例
で
あ
ろ
う
。
チ
ー
レ
、
オ
ッ
ト
ウ
、
プ
ラ
ウ
ニ
ル
三
論
文
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
実
際
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
そ
の
他
で
適
用
さ
れ
て
い
る
国
民
経
済
収
益
性
計
算
は
、
っ
て
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
細
分
化
さ
れ
た
手
続
き
上
、
理
論
上
の
発
展
が
再
び
総
合
化
さ
れ
た
時
に
、
国
民
経
済
収
益
性
の
数
量
的
把
握
は
一
層
正
確
に
な
り
、
そ
の
現
実
適
用
に
お
い
て
も
よ
り
体
系
だ
っ
た
姿
を
と
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。
自
然
発
生
的
、
無
政
府
的
な
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
貿
易
理
論
と
は
全
く
異
な
っ
て
、
計
画
化
に
も
と
づ
き
、
人
間
が
主
体
性
を
取
り
戻
し
た
社
会
主
義
に
お
け
る
貿
易
理
論
は
常
に
現
実
を
凝
視
し
て
お
り
、
国
家
の
政
策
の
検
討
と
政
策
作
成
に
直
結
し
た
問
題
意
識
で
理
論
は
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
未
だ
社
会
主
義
貿
易
の
揺
監
期
と
い
う
歴
史
的
制
約
の
下
に
体
系
だ
っ
た
貿
易
理
論
と
し
て
の
姿
態
は
そ
な
え
て
い
な
い
と
は
い
え
、
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
公
式
と
し
て
定
式
化
さ
れ
、
い
ま
定
式
を
も
と
に
そ
の
細
分
化
の
道
を
た
ど
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
の
定
式
が
社
会
主
義
国
全
体
で
使
用
さ
れ
検
討
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
貿
易
理
論
は
現
実
の
発
展
と
い
う
試
練
の
下
で
た
ゆ
み
な
く
成
長
を
続
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
問
題
は
解
決
さ
れ
る
条
件
が
存
在
す
る
か
、
そ
の
朋
芽
が
存
在
す
る
か
し
て
い
る
場
合
に
の
み
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
現
段
階
に
お
け
る
体
系
的
理
論
化
の
可
能
性
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
過
去
の
社
会
主
義
理
論
の
接
近
方
法
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
）
。
と
く
に
資
本
主
義
国
に
生
活
し
つ
つ
社
会
主
義
経
済
を
研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
社
会
主
義
経
済
、
社
（
杉
本
）
七
六
（
と
い
っ
て
も
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（
杉
本
）
七
七
会
主
義
に
お
け
る
理
論
の
性
格
を
充
分
に
認
識
し
た
上
で
扱
わ
な
け
れ
ば
、
社
会
主
義
の
現
実
と
遊
離
し
た
抽
象
的
・
観
念
的
理
解
、
⑨
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ソ
フ
ィ
ア
の
カ
ー
ル
マ
ル
ク
ス
経
済
研
究
所
学
部
長
、
ラ
ド
コ
ウ
ス
キ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
経
済
大
学
、
ス
ザ
ン
イ
、
ベ
ル
リ
ン
経
済
大
学
、
ブ
ラ
ウ
ニ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
カ
レ
ス
ト
の
レ
ー
ニ
ン
経
済
計
画
研
究
所
、
パ
ウ
エ
ル
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
大
学
経
済
学
部
教
授
ト
ド
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
ソ
同
盟
ァ
ル
ヒ
モ
フ
、
中
国
、
ヤ
オ
・
イ
ー
・
ス
ウ
等
が
発
言
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
迄
紹
介
し
た
論
文
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ら
た
め
て
い
う
必
要
ほ
な
い
。
そ
の
発
言
内
容
は
プ
ラ
ウ
ニ
ル
「
社
会
主
義
諸
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
国
民
経
済
収
益
性
に
関
し
て
」
（
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
・
ヴ
イ
ッ
セ
ン
ツ
ャ
フ
ト
一
九
五
八
年
二
月
号
）
に
要
約
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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⑬
オ
ッ
ト
ゥ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
そ
の
1
価
格
が
社
会
的
労
働
の
節
約
を
あ
ら
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
、
価
格
は
価
値
に
全
体
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
個
々
の
部
分
（
た
と
え
ば
償
却
費
、
経
常
費
等
）
に
対
し
て
も
照
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
大
よ
そ
の
正
し
い
価
値
ー
価
格
関
係
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
価
値
ー
価
格
関
係
は
現
実
に
は
ひ
ど
く
歪
ん
で
お
り
、
研
究
を
困
難
に
す
る
。
同
様
に
資
本
主
義
独
占
の
影
響
を
判
断
す
る
た
め
に
、
世
界
市
場
価
格
の
国
際
価
値
か
ら
の
偏
り
を
研
究
し
な
け
れ
な
ら
な
い
。
そ
の
2
チ
ェ
ル
ニ
ア
ン
ス
キ
ー
ら
の
公
式
で
は
、
分
子
は
全
体
の
純
所
得
を
含
ま
な
い
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
分
母
の
完
全
な
価
値
の
大
き
さ
を
分
子
の
不
充
分
な
価
値
の
大
き
さ
と
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
利
澗
と
生
産
税
の
部
分
を
計
算
し
位
置
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
D
e
r
A
u
P
e
n
h
a
n
d
e
l
,
 1957•Nr.24. 
s.869. 
nSl
ル
ー
マ
ニ
ア
の
パ
ウ
ニ
ル
が
国
際
学
術
会
議
で
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
農
産
物
収
益
性
の
計
算
に
ふ
れ
、
農
産
物
原
価
の
確
定
上
の
困
難
、
供
給
・
購
買
価
格
の
原
価
か
ら
の
乖
離
を
の
べ
て
い
る
。
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
1958. 
N
r
.
2
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s.285. 
社
会
主
義
国
に
お
け
る
外
国
貿
易
収
益
性
理
論
の
展
開
過
程
誤
ま
っ
た
理
解
に
落
ち
こ
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
